平成３０(２０１８)年度
運営に関する計画

大阪市立平野西小学校
（様式１）

大阪市立平野西小学校　平成３０年度　運営に関する計画・自己評価（総括シート）
１　学校運営の中期目標
	現状と課題

· 平成２８年度に「あひるの力」を重点とした生活指導を徹底したことや、関係諸機関等と連携して指導したことにより、学校全体が落ち着きを取り戻せてきた。今後も、生活指導について教職員全体で共通理解し、指導に当たる必要がある。

· あいさつをしたり、きまりを守ろうとしたりする児童の割合が増えるなど、社会性の育成に一定の成果があった。今後は、自然や動植物を大切にしたり、自他の生命を大切にしたりする心を育てる指導にも重点的に取り組む必要性を感じる。

· 学年が上がるにつれて、年間３０日以上欠席の児童数が多くなる現状があり、不登校対応に重点を置く必要がある。

· 平成２８年度から学校教育ＩＣＴ活用モデル校になり、ＩＣＴ活用の推進等によって意欲的に学習する児童が増え、学習ルールを守ろうとする児童が増えてきているが、ＩＣＴ活用や教科教育について、さらに研究・研修を深め児童の学力を向上させることが課題である。
· 授業にゲストティーチャーや専門家の支援を受け入れるなど、開かれた教育活動を実践できてきているが、児童がもっと読書に親しめるように、全ての学年において手立てを講じる必要がある。
· 進んで清掃する児童や、自分の健康や安全に気を付ける児童が増えたが、外遊びの積極性については課題が残った。また、廊下に土が上がる状況を改善していく必要がある。
中期目標
【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】
· 平成３２年度末の校内アンケートにおける「学校に行くのが楽しい」の項目について、「とてもそう思う（だいたいそう思う）」と答える児童の割合を９０％以上にする。
年　　　度

２８

２９

３０

３１

３２

児童の割合（％）

８４
８０
· 平成２９年度から３２年度までの校内調査において、学校で認知したいじめについて解消した割合を、毎年９５％以上にする。
年　　　度

２８

２９

３０

３１

３２

解消した割合（％）

９３

９９
· 平成３２年度末の校内アンケートにおける「自分からすすんであいさつをしている」の項目について、「とてもそう思う（だいたいそう思う）」と答える児童の割合を９０％以上にする。
年　　　度

２８

２９

３０

３１

３２

児童の割合（％）

７７

７９
· 平成３２年度末の校内アンケートにおける「人の話を聞けている」の項目について、「とてもそう思う（だいたいそう思う）」と答える児童の割合を９０％以上にする。
年　　　度

２８

２９

３０

３１

３２

児童の割合（％）

８５

８３
· 平成３２年度末の校内アンケートにおける「学校のルールやマナーを守っている」の項目について、「とてもそう思う（だいたいそう思う）」と答える児童の割合を９０％以上にする。
年　　　度

２８

２９

３０

３１

３２

児童の割合（％）

８５

８３
· 平成３２年度末の校内アンケートにおける「友だちの気持ちを考え、なかよくしている」の項目について、「とてもそう思う・（だいたいそう思う）」と答える児童の割合を９０％以上にする。
年　　　度

２８

２９

３０

３１

３２

児童の割合（％）

９０

９１
· 平成３２年度末の校内アンケート（保護者）における「学校は、子ども同士が認め合い支え合える仲間づくりに努めている」の項目について、「たいへんそう思う（だいたいそう思う）」と答える保護者の割合を８０％以上にする。
年　　　度

２８

２９

３０

３１

３２

児童の割合（％）

７８

７９
· 平成３２年度末の校内アンケート（保護者）における「学校は、ＰＴＡや地域、校外の人材・団体と連携し合って教育活動を進めている」の項目について、「たいへんそう思う（だいたいそう思う）」と答える保護者の割合を９０％以上にする。
年　　　度

２８

２９

３０

３１

３２

児童の割合（％）

８８
８５
【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】
· 平成３２年度の小学校学力経年調査における標準化得点を、いずれの学年も１００以上にする。
年　　　度

２８

２９

３０

３１

３２

３学年 （点）

９７
９４
４学年 （点）

９４
９９５５
５学年 （点）

９７
９０
６学年 （点）

９１
１０１
· 平成２９年度から３３年度までの全国学力・学習状況調査における標準化得点を、全問題１００に近づける。　
年　　　度

２８

２９

３０

３１

３２

国語Ａ[知識]（点）
９６
９９
算数Ａ[知識]（点）
９３

９９
国語Ｂ[活用]（点）
９７

９９
算数Ｂ[活用]（点）
９５

９８
理　　科　 （点）

· 平成３２年度末の校内アンケートにおける「学校の勉強がよくわかる」の項目について、「とてもそう思う（だいたいそう思う）」と答える児童の割合を９０％以上にする。
年　　　度

２８

２９

３０

３１

３２

児童の割合（％）

８５

８１
· 平成３２年度の全国体力・運動能力、運動習慣調査において、体力合計得点の平均値を男子５２点以上・女子５４点以上にする。
年　　　度

２８

２９

３０

３１

３２

男子の平均値（点）

49.58

52.68
女子の平均値（点）

51.40

48.68
· 平成３２年度末の校内アンケートにおける「運動場でよくあそんでいる」の項目について、「とてもそう思う（だいたいそう思う）」と答える児童の割合を８０％以上にする。
年　　　度

２８

２９

３０

３１

３２

児童の割合（％）

６８

７１
· 平成３２年度末の校内アンケートにおける「手あらい・うがいなど、自分のけんこうに気をつけている」の項目について、「とてもそう思う（だいたいそう思う）」と答える児童の割合を９２％以上にする。
年　　　度

２８

２９

３０

３１

３２

児童の割合（％）

８９

７９
· 平成２９年度から平成３２年度までの各年度において、医療機関を受診した校内での事故の件数と、全児童による欠席総日数を、毎年前年度より減少させる。

年　　　度

２６
２７
２８

２９

３０

３１

３２

事故の件数（件）

９０
８６
６８

７４
欠席総日数（日）

4,048
4,147
3,873

3649
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


２　中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む）
	【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】
全市共通目標

· 平成３０年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて解消した割合を　９５％以上にする。　　　　　　　　　　　　　　
· 平成３０年度の小学校学力経年調査における「学校のきまり・規則を守っていますか」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば、当てはまる）」と答える児童の割合を８５％以上にする。　　　　　　　　　　　
· 平成３０年度末の校内調査において、暴力行為を複数回行う加害児童数を前年度より減少させる。　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 平成３０年度末の校内調査において、新たに不登校になる児童の割合を前年度より減少させる。　　　　　　　
学校園の年度目標

①　平成３０年度末の校内アンケートにおける「学校に行くのが楽しい」の項目について、「とてもそう思う（だいたいそう思う）」と答える児童の割合を８６％以上にする。　　　　

②　平成３０年度末の校内アンケートにおける「自分からすすんであいさつをしている」「人の話を聞けている」「学校のルールやマナーを守っている」の各項目について、「とてもそう思う（だいたいそう思う）」と答える児童の割合を８６％以上にする。
③　平成３０年度末の校内アンケート（保護者）における「学校は、ＰＴＡや地域、校外の人材・団体と連携し合って教育活動を進めている」の項目について、「たいへんそう思う（だいたいそう思う）」と答える保護者の割合を９０％以上にする。　
【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】
全市共通目標
· 平成３０年度の小学校学力経年調査における標準化得点を、同一母集団で比較し、いずれの学年も前年度より向上させる。
· 平成３０年度の小学校学力経年調査における正答率が市平均の7割に満たない児童の割合を同一の母集団で比較し、いずれの学年も前年度より１ポイント減少させる。
· 平成３０年度の小学校学力経年調査における正答率が市平均を２割以上上回る児童の割合を同一母集団で比較し、いずれの学年も前年度より１ポイント増加させる。
· 平成３０年度の小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を、前年度より増加させる。              
· 平成３０年度の全国体力・運動能力、運動習慣調査において、特に課題である握力の平均の記録を、前年度より４ポイント向上させる。
学校園の年度目標
1 平成３０年度末の校内アンケートにおける「学校の勉強がよくわかる」の項目について、「とてもそう思う（だいたいそう思う）」と答える児童の割合を８７％以上にする。
2 平成３０年度末の校内アンケートにおける「運動場でよくあそんでいる」の項目について、「とてもそう思う（だいたいそう思う）」と答える児童の割合を７１％以上にする。

3 平成３０年度において、医療機関を受診した校内での事故の件数と、全児童による欠席総日数を、前年度より減少させる。
【その他】

1 平成３０年度末の校内アンケート（保護者）における「学校は、子ども達にわかりやすい授業づくりに努めている」の項目について、「たいへんそう思う（だいたいそう思う）」と答える保護者の割合を、前年度より増加させる。　　　　　　　 
2 平成３０年度末の校内アンケート（保護者）における「学校への満足度」の項目について、「たいへん満足している（だいたい満足している）」と答える保護者の割合を、前年度より増加させる。　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　



（様式２）
大阪市立平野西小学校　平成30年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）

	年度目標
	達成状況

	【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】
全市共通目標

· 平成３０年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて解消した割合を９５％以上にする。　　　　[前々年度：９３％]→[前年度：９９％]
· 平成３０年度の小学校学力経年調査における「学校のきまり・規則を守っていますか」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば、当てはまる）」と答える児童の割合を８５％以上にする。　　[前々年度：８１％]→[前年度：８２％]　　　　　　　　　　　　　

· 平成３０年度末の校内調査において、暴力行為を複数回行う加害児童数を前年度より減少させる。　　　　　　　　　[前々年度：１]→[前年度：０]　　　　　　　　　　　　　　　
· 平成３０年度末の校内調査において、新たに不登校になる児童の割合を前年度より減少させる。　　[前々年度：１．１３％（７名）]→[前年度：０．１６％（１名）]　　
学校園の年度目標

1 　平成３０年度末の校内アンケートにおける「学校に行くのが楽しい」の項目について、「とてもそう思う（だいたいそう思う）」と答える児童の割合を８６％以上にする。　　　　　　　　　　[前々年度：８４％]→[前年度：８０％]　 　　

2 　平成３０年度末の校内アンケートにおける「自分からすすんであいさつをしている」「人の話を聞けている」「学校のルールやマナーを守っている」の各項目について、「とてもそう思う（だいたいそう思う）」と答える児童の割合を８６％以上にする。[前々年度：「あいさつ」７７％、「人の話」８５％、「ルール」８５％]　　　　　　　　→[前年度：「あいさつ」７９％、「人の話」８３％、「ルール」８３％]
3 　平成３０年度末の校内アンケート（保護者）における「学校は、ＰＴＡや地域、校外の人材・団体と連携し合って教育活動を進めている」の項目について、「たいへんそう思う（だいたいそう思う）」と答える保護者の割合を９０％以上にする。
[前々年度：８８％]→[前年度：８５％]　
	


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【施策１　安全で安心できる学校、教育環境の実現】　　　　　　
いじめの未然防止と早期対応に教職員全体で取り組む。
	

	指標
「いじめについて考える日」を年３回以上実施する。
	

	取組内容②【施策２　道徳心・社会性の育成】　　　　　　
公共物を大切にする心を育てる。
	

	指標
清掃場所の指導担当者を明確にし、校舎や清掃用具などを大切にする指導に取り組む。
	

	取組内容③【施策２　道徳心・社会性の育成】　　　　　　
「あひるの力」について全教職員で共通理解を図り、指導に取り組む。
	

	指標
月１回強化週間を設定し、あひるの力を高める指導に取り組む。
	

	取組内容④【施策３　地域に開かれた学校づくりと生涯学習の支援】　　　　　　
「ひらちゃん読書ノート」等の活用により、子どもの学習意欲の向上につながる読書習慣の定着に努める。
	

	指標
全学年において、読書に親しむ機会を週1回以上実施する。
	

	取組内容⑤【施策３　地域に開かれた学校づくりと生涯学習の支援】　　　　　　
地域人材や多様な学習資源を有効利用した「多様な学び活動」や「多様な体験学習」に取り組む。
	

	指標
各学年が、毎学期に１回以上「多様な学び活動」や「多様な体験学習」に取り組む。
	


（様式２）
大阪市立平野西小学校　平成３０年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）

	年度目標
	達成状況

	【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】
全市共通目標
· 平成３０年度の小学校学力経年調査における標準化得点を、同一母集団で比較し、いずれの学年も前年度より向上させる。　[前々年度：９５]→[前年度：９５]
· 平成３０年度の小学校学力経年調査における正答率が市平均の7割に満たない児童の割合を同一の母集団で比較し、いずれの学年も前年度より１ポイント減少させる。
前　々　年　度

３年

４年

５年

６年

児童の割合（％）

前　年　度

３年

４年

５年

６年

児童の割合（％）

· 平成３０年度の小学校学力経年調査における正答率が市平均を２割以上上回る児童の割合を同一母集団で比較し、いずれの学年も前年度より１ポイント増加させる。
前　年　度

３年

４年

５年

６年

児童の割合（％）

今　年　度

３年

４年

５年

６年

児童の割合（％）

· 平成３０年度の小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を、前年度より増加させる。  
[前々年度：６１％]→[前年度：６２％]
· 平成３０年度の全国体力・運動能力、運動習慣調査において、特に課題である握力の平均の記録を、前年度より４ポイント向上させる。
　　　　

学校園の年度目標
1 平成３０年度末の校内アンケートにおける「学校の勉強がよくわかる」の項目について、「とてもそう思う（だいたいそう思う）」と答える児童の割合を８７％以上する。                 [前々年度：８５％]→[前年度：８１％]
2 平成３０年度末の校内アンケートにおける「運動場でよくあそんでいる」の項目について、「とてもそう思う（だいたいそう思う）」と答える児童の割合を７１％以上
にする。[前々年度：６８％]→[前年度：７１％]                                              　　

3 平成３０年度において、医療機関を受診した校内での事故の件数と、全児童による欠席総日数を、前年度より減少させる。
　　　　　　[前々年度：６８件/3873日]→[前年度：７４件/3649日]

　

	

	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容⑥【施策５　子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組】　　　　　　
ＩＣＴモデル校の取り組みを通して、研究・研修を深め，授業改善を図る。また、校外学習や家庭学習でICTを活用することにより，意欲・関心や情報活用力を高め、保護者と連携

した教育に取り組む
	

	指標
　　年間２回の公開授業と研究授業を行い，全学年がICTを活用した授業研究に取り組む。また，研究授業後には討議会を行う。ICT公開授業後には、その取り組みについての研究報告やICT活用の実技研修会を実施する。
	

	取組内容⑦【施策６　国際社会において生き抜く力の育成】　　　　　　
中学年から始まる外国語活動や、低学年からの英語教育を通して、言語や文化について体験に理解を深め、コミュニケーションを図ろうとする態度を養う。
	

	指標
　　中学年では、年間15回、高学年では５０回の外国語活動を実施する。また、全学年、毎週2回の計２０分のモジュール活動を年間３５回実施する。
	

	取組内容⑧【施策７　健康や体力を保持増進する力の育成】
児童の基礎体力向上のために外遊びを勧める指導を工夫する。また、基礎体力向上のための取り組みを企画、実施する。
	

	指標
　　健康生活週間を設け、外遊びの意欲を高める調査を実施し、指導に活かす。また、なわとび集会を全学年で合計１０日間実施し、冬季の外遊びを奨励する。
	

	取組内容⑨【施策７　健康や体力を保持増進する力の育成】
　日々の学級指導や栄養指導、保健指導、健康生活週間での取り組みなどを通して、手洗い、うがいの励行、バランスのよい食生活、あさごはんを食べる生活など、自ら健康な生活をしようとする態度を養う。
	

	指標
　　栄養指導（各学級年間１～２回）、保健指導（測定時）、健康生活習慣の調査などに取り組む。また「えいようだより」「ほけんだより」を発行して家庭への啓発を行う。
	


（様式２）
大阪市立平野西小学校　平成３０年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）

	年度目標
	達成状況

	【その他】
学校園の年度目標
1 平成３０年度末の校内アンケート（保護者）における「学校は、子ども達にわかりやすい授業づくりに努めている」の項目について、「たいへんそう思う（だいたいそう思う）」と答える保護者の割合を、前年度より増加させる。

[前々年度：８７％]→[前年度：８７％]
2 今年度末の校内アンケート（保護者）における「学校への満足度」の項目について、「たいへん満足している（だいたい満足している）」と答える保護者の割合を、前年度より増加させる。　　　　　　[前々年度：８７％]→[前年度：９２％]　　
	


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容⑩【施策８　施策を実現するための仕組みの推進】　　　　　　
　若手教員を対象とした研修会を行う。
	

	指標
上記の研修会を年間3回以上行う。
	

	取組内容⑪【施策８　施策を実現するための仕組みの推進】　　　　　　
会議や学年打ち合わせのもち方を工夫し、教職員全員が共通の意識をもつことができる組織作りに努める。
	

	指標
校務三部会（会計部・健康教育部・生活指導部）、人権三部会（にんげん部・外国人教育部・特別支援教育部）を年間6回、特別支援教育研修会を年間１回、生活指導研修会を年間3回、学年打ち合わせを毎週1回行う。
	


評価基準 Ａ：目標を上回って達成した　　　　　　 Ｂ：目標どおりに達成した


Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった





評価基準 Ａ：目標を上回って達成した　　　　　　 Ｂ：目標どおりに達成した


Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった





評価基準 Ａ：目標を上回って達成した　　　　　　 Ｂ：目標どおりに達成した


Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった
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